
令和５年度  
第３回神埼市地域公共交通会議・第２回神埼市地域公共交通活性化協議会 

 
 
                 日 時  令和６年３月１１日（月）１０：００～ 
                 場 所  神埼市役所 本庁舎 ３階大会議室 
 
（次 第） 
 
  １ 開会 
 

２ 報告事項 

（１）地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

 

  （２）国営水路三田川線補修工事に伴う神埼市巡回バスの一部う回について 

 

  （３）江見線廃止に関する西鉄バス佐賀㈱からの申し入れについて 

 

  （４）神埼市公共交通運賃協議会設置要綱の制定について 

 

３ 議題 

（１）令和６年度事業計画（案）について 

 

（２）令和６年度歳入歳出予算（案）について 

 

（３）神埼市地域公共交通網形成計画の一部変更（案）について 

 

（４）神埼市巡回バス事業計画の変更（案）について 

   
４ その他 

    
  ５ 閉会 
 



No 氏     名 役　職　等 備　　　考

1 平　石　　　巖 神埼町区長会会長 住民又はバス等の利用者

2 本　庄　敏　幸 千代田町区長会会長 住民又はバス等の利用者

3 八　谷　好　弘 脊振町区長会会長 住民又はバス等の利用者

4 重　松　美　文 神埼市民生児童委員協議会代表 住民又はバス等の利用者

5 馬場崎　安　則  神埼市老人クラブ連合会会長 住民又はバス等の利用者

6 永　沼　　　功 神埼市商工会会長 住民又はバス等の利用者

神埼町住民代表 市長が必要と認める者

8 佐　藤　悦　子 千代田町住民代表 市長が必要と認める者

9 實　松　英　治 脊振町住民代表 市長が必要と認める者

10 小　山　淳　也
有限会社ジョイックス交通
代表取締役

一般旅客自動車運送事業者及び関係団体
の職員

11 下　川　裕　二
西鉄バス佐賀株式会社
取締役営業本部長

一般旅客自動車運送事業者及び関係団体
の職員

12 草　野　武　生
一般社団法人佐賀県バス・タクシー協会
専務理事

一般旅客自動車運送事業者及び関係団体
の職員

13 古　賀　陽　一　郎
国土交通省九州運輸局佐賀運輸支局
首席運輸企画専門官

九州運輸局佐賀運輸支局長又はその指名
する者

14 中　村　慎　吾
国土交通省佐賀国道事務所
鳥栖維持出張所長

道路管理者及び公安委員会

15 宮　崎　厚　志
佐賀県東部土木事務所
所長

道路管理者及び公安委員会

16 鷲　崎　文　徳 神埼警察署　交通課長 道路管理者及び公安委員会

17 坂　井　歩　美
佐賀県地域交流部さが創生推進課
くらしの移動手段確保担当係長

市長が必要と認める者

18 嶋　　　耕　二 神埼市産業建設部長 道路管理者及び公安委員会

19 中　島　勝　利 神埼市総務企画部長 市長又はその指名する者

No 氏     名 役　職　等 備　　　考

1 音　成　栄　志 神埼市企画課長 事務局長

2 小　栁　恒　有 神埼市企画副課長 事 務 局

3 執　行　祐　恒 神埼市企画課企画係長 　 〃

4 大　澤　聖　也 神埼市企画課企画係 　 〃

令和５年度　神埼市地域公共交通会議委員名簿

神埼市地域公共交通会議事務局



No 氏     名 役　職　等 区分 備　　　考

1 平　石　　　巖 神埼町区長会会長 法第6条第2項第3号 地域公共交通の利用者

2 本　庄　敏　幸 千代田町区長会会長 〃 地域公共交通の利用者

3 八　谷　好　弘 脊振町区長会会長 〃 地域公共交通の利用者

4 重　松　美　文 神埼市民生児童委員協議会代表 〃 地域公共交通の利用者

5 馬場崎　安　則  神埼市老人クラブ連合会会長 〃 地域公共交通の利用者

6 永　沼　　　功 神埼市商工会会長 〃 地域公共交通の利用者

7 神埼町住民代表 〃 市長が必要と認める者

8 佐　藤　悦　子 千代田町住民代表 〃 市長が必要と認める者

9 實　松　英　治 脊振町住民代表 〃 市長が必要と認める者

10 小　山　淳　也 有限会社ジョイックス交通
代表取締役

法第6条第2項第2号 関係する公共交通事業者

11 下　川　裕　二 西鉄バス久留米株式会社
取締役営業本部長

〃 関係する公共交通事業者

12 草　野　武　生 一般社団法人佐賀県バス・タクシー協会

専務理事
〃 関係する公共交通事業者

13 牟 田 嘉 伊 座 国土交通省九州運輸局佐賀運輸支局
首席運輸企画専門官

法第6条第2項第3号 市長が必要と認める者

14 中　村　慎　吾 国土交通省佐賀国道事務所
鳥栖維持出張所長

法第6条第2項第2号 道路管理者

15 宮　崎　厚　志 佐賀県東部土木事務所
所長

〃 道路管理者

16 鷲　崎　文　徳 神埼警察署　交通課長 法第6条第2項第3号 関係する公安委員会

17 坂　井　歩　美 佐賀県地域交流部さが創生推進課
くらしの移動手段確保担当係長

法第6条第2項第3号 市長が必要と認める者

18 嶋　　　耕　二 神埼市産業建設部長 法第6条第2項第2号 道路管理者

19 中　島　勝　利 神埼市総務企画部長 法第6条第2項第1号
地域公共交通計画を作成しようとす
る地方公共団体

No 氏     名 役　職　等 備　　　考

1 音　成　栄　志 神埼市企画課長 事務局長

2 小　栁　恒　有 神埼市企画副課長 事 務 局

3 執　行　祐　恒 神埼市企画課企画係長 　 〃

4 大　澤　聖　也 神埼市企画課企画係 　 〃

令和５年度　神埼市地域公共交通活性化協議会委員名簿

神埼市地域公共交通活性化協議会事務局



報告 

（１）地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

 

１ 事業評価制度について 

 

地域公共交通確保維持改善事業を活用した事業について、次年度又は将来の事業を

より効果的・効率的に実施するため、事業実施状況等の振り返り評価及びその報告

が義務付けられている。 

今回、本協議会において実施した「地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金事

業」の令和５年補助年度事業（R4.10～R5.9）実績について取りまとめ、別添の通り

報告を行った。（R6.1.24 付け佐賀運輸支局宛て提出） 

 

1

資料１



別
添

１

令
和

　
６

年
　

１
月

　
２

４
日

協
議

会
名

：
神

埼
市

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

評
価

対
象

事
業

名
：
地

域
内

フ
ィ

ー
ダ

ー
系

統
確

保
維

持
費

国
庫

補
助

金

①
補

助
対

象
事

業
者

等
②

事
業

概
要

③
前

回
（
又

は
類

似
事

業
）
の

事
業

評
価

結
果

の
反

映
状

況
⑥

事
業

の
今

後
の

改
善

点
（
特

記
事

項
を

含
む

）

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
し

か
し

、
1
運

行
当

た
り

の
利

用
人

数
の

目
標

を
2
.4

人
と

定
め

て
い

た
が

、
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

　
　

通
院

・
通

勤
以

外
の

利
用

が
極

め
て

少
な

く
、

感
染

症
流

行
時

か
ら

続
く
、

外
出

控
え

及
び

公
共

交
通

利
用

忌
避

傾
向

の
影

響
が

残
っ

て
い

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

  
0
.7

7
人

/
便

）

Ａ
計

画
通

り
に

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

Ｂ

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

が
、

1
運

行
当

た
り

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
・
費

用
支

援
・
運

行
形

態
の

検
討

な
ど

様
々

な
形

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
定

期
的

な
利

用
促

進
の

た
め

の
乗

車
回

数
券

販
売

増
加

の
取

り
組

み
と

し
て

事
業

者
に

よ
る

利
用

者
へ

の
声

か
け

や
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
定

期
的

な
利

用
促

進
の

た
め

の
乗

車
回

数
券

販
売

増
加

の
取

り
組

み
と

し
て

事
業

者
に

よ
る

利
用

者
へ

の
声

か
け

や
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
定

期
的

な
利

用
促

進
の

た
め

の
乗

車
回

数
券

販
売

増
加

の
取

り
組

み
と

し
て

事
業

者
に

よ
る

利
用

者
へ

の
声

か
け

や
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

（
１

）
北

部
コ

ー
ス

東
神

埼
駅

を
起

終
点

と
し

馬
郡

等
を

経
由

す
る

2
2
.0

㎞

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に

基
づ

く
事

業
）

計
画

通
り

に
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

④
事

業
実

施
の

適
切

性

Ｂ

⑤
目

標
・
効

果
達

成
状

況

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

北
部

コ
ー

ス
東

（
右

回
り

）

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

が
、

1
運

行
当

た
り

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
・
費

用
支

援
・
運

行
形

態
の

検
討

な
ど

様
々

な
形

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
定

期
的

な
利

用
促

進
の

た
め

の
乗

車
回

数
券

販
売

増
加

の
取

り
組

み
と

し
て

事
業

者
に

よ
る

利
用

者
へ

の
声

か
け

や
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

北
部

コ
ー

ス
東

（
左

回
り

）

Ａ
計

画
通

り
に

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
し

か
し

、
1
運

行
当

た
り

の
利

用
人

数
の

目
標

を
2
.4

人
と

定
め

て
い

た
が

、
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

　
　

通
院

・
通

勤
以

外
の

利
用

が
極

め
て

少
な

く
、

感
染

症
流

行
時

か
ら

続
く
、

外
出

控
え

及
び

公
共

交
通

利
用

忌
避

傾
向

の
影

響
が

残
っ

て
い

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

  
0
.3

4
人

/
便

）

Ｂ

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
し

か
し

、
1
運

行
当

た
り

の
利

用
人

数
の

目
標

を
2
.4

人
と

定
め

て
い

た
が

、
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

　
通

院
・
通

勤
以

外
の

利
用

が
極

め
て

少
な

く
、

感
染

症
流

行
時

か
ら

続
く
、

外
出

控
え

及
び

公
共

交
通

利
用

忌
避

傾
向

の
影

響
が

残
っ

て
い

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

  
0
.5

6
人

/
便

）

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

が
、

1
運

行
当

た
り

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
・
費

用
支

援
・
運

行
形

態
の

検
討

な
ど

様
々

な
形

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

北
部

コ
ー

ス
西

（
左

回
り

）

計
画

通
り

に
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。
Ａ

Ｂ

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

が
、

1
運

行
当

た
り

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
・
費

用
支

援
・
運

行
形

態
の

検
討

な
ど

様
々

な
形

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

北
部

コ
ー

ス
西

（
右

回
り

）

Ａ

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
し

か
し

、
1
運

行
当

た
り

の
利

用
人

数
の

目
標

を
2
.4

人
と

定
め

て
い

た
が

、
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

　
通

院
・
通

勤
以

外
の

利
用

が
極

め
て

少
な

く
、

感
染

症
流

行
時

か
ら

続
く
、

外
出

控
え

及
び

公
共

交
通

利
用

忌
避

傾
向

の
影

響
が

残
っ

て
い

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

  
0
.6

2
人

/
便

）
（
１

）
北

部
コ

ー
ス

西
神

埼
駅

を
起

終
点

と
し

尾
崎

等
を

経
由

す
る

2
3
.7

㎞

2



別
添

１

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
定

期
的

な
利

用
促

進
の

た
め

の
乗

車
回

数
券

販
売

増
加

の
取

り
組

み
と

し
て

事
業

者
に

よ
る

利
用

者
へ

の
声

か
け

や
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
定

期
的

な
利

用
促

進
の

た
め

の
乗

車
回

数
券

販
売

増
加

の
取

り
組

み
と

し
て

事
業

者
に

よ
る

利
用

者
へ

の
声

か
け

や
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
定

期
的

な
利

用
促

進
の

た
め

の
乗

車
回

数
券

販
売

増
加

の
取

り
組

み
と

し
て

事
業

者
に

よ
る

利
用

者
へ

の
声

か
け

や
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
定

期
的

な
利

用
促

進
の

た
め

の
乗

車
回

数
券

販
売

増
加

の
取

り
組

み
と

し
て

事
業

者
に

よ
る

利
用

者
へ

の
声

か
け

や
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

計
画

通
り

に
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

計
画

通
り

に
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

計
画

通
り

に
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

計
画

通
り

に
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

Ａ Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

中
部

コ
ー

ス
西

（
右

回
り

）

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

中
部

コ
ー

ス
西

（
左

回
り

）

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

中
部

コ
ー

ス
東

（
右

回
り

）

（
１

）
中

部
コ

ー
ス

西
神

埼
駅

を
起

終
点

と
し

姉
川

等
を

経
由

す
る

2
2
.2

㎞

（
１

）
中

部
コ

ー
ス

東
神

埼
駅

を
起

終
点

と
し

駅
ヶ

里
等

を
経

由
す

る
2
1
.5

㎞

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

中
部

コ
ー

ス
東

（
左

回
り

）

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

が
、

1
運

行
当

た
り

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
・
費

用
支

援
・
運

行
形

態
の

検
討

な
ど

様
々

な
形

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

が
、

1
運

行
当

た
り

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
・
費

用
支

援
・
運

行
形

態
の

検
討

な
ど

様
々

な
形

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

が
、

1
運

行
当

た
り

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
・
費

用
支

援
・
運

行
形

態
の

検
討

な
ど

様
々

な
形

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

が
、

1
運

行
当

た
り

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
・
費

用
支

援
・
運

行
形

態
の

検
討

な
ど

様
々

な
形

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
し

か
し

、
1
運

行
当

た
り

の
利

用
人

数
の

目
標

を
2
.4

人
と

定
め

て
い

た
が

、
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

　
通

院
・
通

勤
以

外
の

利
用

が
極

め
て

少
な

く
、

感
染

症
流

行
時

か
ら

続
く
、

外
出

控
え

及
び

公
共

交
通

利
用

忌
避

傾
向

の
影

響
が

残
っ

て
い

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

  
0
.5

0
人

/
便

）

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
し

か
し

、
1
運

行
当

た
り

の
利

用
人

数
の

目
標

を
2
.4

人
と

定
め

て
い

た
が

、
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

　
通

院
・
通

勤
以

外
の

利
用

が
極

め
て

少
な

く
、

感
染

症
流

行
時

か
ら

続
く
、

外
出

控
え

及
び

公
共

交
通

利
用

忌
避

傾
向

の
影

響
が

残
っ

て
い

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

  
0
.5

1
人

/
便

）

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
し

か
し

、
1
運

行
当

た
り

の
利

用
人

数
の

目
標

を
2
.4

人
と

定
め

て
い

た
が

、
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

　
通

院
・
通

勤
以

外
の

利
用

が
極

め
て

少
な

く
、

感
染

症
流

行
時

か
ら

続
く
、

外
出

控
え

及
び

公
共

交
通

利
用

忌
避

傾
向

の
影

響
が

残
っ

て
い

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

  
0
.2

1
人

/
便

）

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
し

か
し

、
1
運

行
当

た
り

の
利

用
人

数
の

目
標

を
2
.4

人
と

定
め

て
い

た
が

、
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

　
通

院
・
通

勤
以

外
の

利
用

が
極

め
て

少
な

く
、

感
染

症
流

行
時

か
ら

続
く
、

外
出

控
え

及
び

公
共

交
通

利
用

忌
避

傾
向

の
影

響
が

残
っ

て
い

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

  
0
.0

8
人

/
便

）

Ｂ
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別
添

１

Ａ

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
計

画
運

行
回

数
に

対
す

る
稼

働
率

の
目

標
を

3
0
％

と
定

め
て

い
た

が
、

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

 1
0
6
.3

%
）

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

計
画

運
行

回
数

に
対

す
る

稼
働

率
の

目
標

に
つ

い
て

概
ね

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
利

用
促

進
に

向
け

た
情

報
発

信
等

に
引

き
続

き
努

め
る

こ
と

と
し

た
い

。

Ｂ

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
し

か
し

、
1
運

行
当

た
り

の
利

用
人

数
の

目
標

を
2
.0

人
と

定
め

て
い

た
が

、
達

成
で

き
な

か
っ

た
。

　
通

院
・
通

勤
以

外
の

利
用

が
極

め
て

少
な

く
、

感
染

症
流

行
時

か
ら

続
く
、

外
出

控
え

及
び

公
共

交
通

利
用

忌
避

傾
向

の
影

響
が

残
っ

て
い

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

  
0
.3

5
人

/
便

）

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

が
、

1
運

行
当

た
り

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
・
費

用
支

援
・
運

行
形

態
の

検
討

な
ど

様
々

な
形

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

（
１

）
神

埼
～

千
代

田
線

神
埼

駅
～

千
代

田
支

所
を

起
終

点
と

し
詫

田
バ

ス
停

等
を

経
由

す
る

1
3
.8

㎞

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

北
部

デ
マ

ン
ド

（
１

）
北

部
デ

マ
ン

ド
神

埼
市

神
埼

町
内

を
区

域
と

す
る

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
、

地
元

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
出

向
い

て
の

出
前

講
座

な
ど

を
通

じ
て

利
用

者
登

録
の

増
加

を
図

っ
た

。

Ａ

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
神

埼
～

千
代

田
線

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
定

期
的

な
利

用
促

進
の

た
め

の
乗

車
回

数
券

販
売

増
加

の
取

り
組

み
と

し
て

事
業

者
に

よ
る

利
用

者
へ

の
声

か
け

や
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

Ａ
計

画
通

り
に

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

Ａ

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
1
運

行
当

た
り

の
利

用
人

数
の

目
標

2
.4

人
に

つ
い

て
も

達
成

で
き

た
。

（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

  
3
.3

4
人

/
便

）

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

1
運

行
当

た
り

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
・
費

用
支

援
・
運

行
形

態
の

検
討

な
ど

様
々

な
形

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

南
部

コ
ー

ス
西

（
１

）
南

部
コ

ー
ス

西
千

代
田

支
所

～
ジ

ョ
イ

ッ
ク

ス
営

業
所

を
起

終
点

と
し

柴
尾

等
を

経
由

す
る

2
0
.8

㎞

Ａ

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

南
部

コ
ー

ス
東

計
画

通
り

に
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
定

期
的

な
利

用
促

進
の

た
め

の
乗

車
回

数
券

販
売

増
加

の
取

り
組

み
と

し
て

事
業

者
に

よ
る

利
用

者
へ

の
声

か
け

や
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

1
運

行
当

た
り

の
利

用
者

数
に

つ
い

て
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
発

信
・
費

用
支

援
・
運

行
形

態
の

検
討

な
ど

様
々

な
形

で
の

利
用

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

（
１

）
南

部
コ

ー
ス

東
千

代
田

支
所

～
ジ

ョ
イ

ッ
ク

ス
営

業
所

を
起

終
点

と
し

仲
田

町
等

を
経

由
す

る
2
4
.0

㎞

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
定

期
的

な
利

用
促

進
の

た
め

の
乗

車
回

数
券

販
売

増
加

の
取

り
組

み
と

し
て

事
業

者
に

よ
る

利
用

者
へ

の
声

か
け

や
積

極
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

Ａ
計

画
通

り
に

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

Ａ

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
1
運

行
当

た
り

の
利

用
人

数
の

目
標

2
.4

人
に

つ
い

て
も

達
成

で
き

た
。

（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

  
2
.5

2
人

/
便

）

計
画

通
り

に
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

4



別
添

１

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

中
部

デ
マ

ン
ド

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
、

地
元

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
出

向
い

て
の

出
前

講
座

な
ど

を
通

じ
て

利
用

者
登

録
の

増
加

を
図

っ
た

。

Ａ
計

画
通

り
に

事
業

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た
。

A

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
計

画
運

行
回

数
に

対
す

る
稼

働
率

の
目

標
を

3
0
％

と
定

め
て

い
た

が
、

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

 4
7
.3

%
）

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

計
画

運
行

回
数

に
対

す
る

稼
働

率
の

目
標

に
つ

い
て

概
ね

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
利

用
促

進
に

向
け

た
情

報
発

信
等

に
引

き
続

き
努

め
る

こ
と

と
し

た
い

。

（
１

）
中

部
デ

マ
ン

ド
神

埼
市

神
埼

町
、

千
代

田
町

内
を

区
域

と
す

る

　
こ

れ
ま

で
の

利
用

実
績

や
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

協
議

会
で

議
論

を
行

い
、

利
用

促
進

の
た

め
の

情
報

発
信

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

計
画

運
行

回
数

に
対

す
る

稼
働

率
の

目
標

に
つ

い
て

概
ね

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

上
記

を
踏

ま
え

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
利

用
促

進
に

向
け

た
情

報
発

信
等

に
引

き
続

き
努

め
る

こ
と

と
し

た
い

。

１
　

補
助

対
象

事
業

者
　

　
(有

)ジ
ョ

イ
ッ

ク
ス

交
通

２
　

運
行

系
統

　
　

南
部

デ
マ

ン
ド

（
１

）
南

部
デ

マ
ン

ド
神

埼
市

神
埼

町
、

千
代

田
町

内
を

区
域

と
す

る

計
画

通
り

に
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た

。

　
市

H
P

や
市

報
等

に
お

け
る

広
報

活
動

に
よ

る
バ

ス
利

用
の

周
知

活
動

や
、

地
元

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
出

向
い

て
の

出
前

講
座

な
ど

を
通

じ
て

利
用

者
登

録
の

増
加

を
図

っ
た

。

　
高

齢
化

す
る

住
民

の
交

通
手

段
確

保
及

び
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
の

た
め

、
既

存
バ

ス
路

線
の

維
持

・
確

保
が

で
き

た
。

　
計

画
運

行
回

数
に

対
す

る
稼

働
率

の
目

標
を

3
0
％

と
定

め
て

い
た

が
、

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
（
R

4
.1

0
～

R
5
.9

 8
8
.3

%
）

A
Ａ

5



地
域

の
交

通
の

目
指

す
姿

（
事

業
実

施
の

目
的

・
必

要
性

）

　
当

市
に

お
い

て
は

、
既

存
の

交
通

機
関

の
廃

止
等

に
よ

る
交

通
空

白
地

域
の

拡
大

や
高

齢
化

の
進

行
に

伴
う

交
通

弱
者

の
増

加
な

ど
、

公
共

交
通

を
巡

る
環

境
は

厳
し

い
状

況
に

あ
り

ま
す

。
　

し
か

し
な

が
ら

、
移

動
手

段
を

持
た

な
い

人
に

と
っ

て
地

域
の

公
共

交
通

手
段

へ
の

需
要

は
決

し
て

な
く
な

る
も

の
で

は
な

く
、

高
齢

化
す

る
住

民
の

足
の

確
保

や
市

内
に

お
け

る
公

共
交

通
利

便
性

の
格

差
是

正
、

合
併

後
の

一
体

的
な

ま
ち

づ
く
り

を
図

る
上

で
、

新
た

な
公

共
交

通
機

関
の

構
築

は
喫

緊
の

課
題

で
あ

り
ま

す
。

　
そ

の
よ

う
な

中
、

平
成

2
1
年

2
月

に
地

域
公

共
交

通
活

性
化

及
び

再
生

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

、
「
神

埼
市

地
域

公
共

交
通

総
合

連
携

計
画

」
を

策
定

し
、

同
年

7
月

よ
り

平
成

2
4
年

3
月

ま
で

巡
回

バ
ス

実
証

運
行

を
経

て
平

成
2
4
年

4
月

か
ら

本
格

運
行

を
開

始
い

た
し

ま
し

た
。

　
本

格
運

行
開

始
以

来
、

バ
ス

利
用

者
は

じ
め

多
く
の

住
民

か
ら

い
た

だ
い

た
意

見
要

望
等

を
踏

ま
え

、
法

定
協

議
会

に
お

い
て

審
議

を
重

ね
、

利
便

性
向

上
に

努
め

て
き

た
と

こ
ろ

で
あ

り
ま

す
。

　
バ

ス
利

用
者

の
多

く
は

、
移

動
手

段
を

持
た

な
い

高
齢

者
で

あ
り

、
バ

ス
停

別
の

利
用

状
況

を
確

認
す

る
と

病
院

、
ス

ー
パ

ー
、

金
融

機
関

及
び

公
共

施
設

等
の

最
寄

り
の

バ
ス

停
利

用
が

多
く
、

日
常

生
活

に
必

要
不

可
欠

な
交

通
と

し
て

機
能

し
て

い
る

も
の

と
認

識
さ

れ
ま

す
。

ま
た

市
内

に
お

け
る

公
共

交
通

機
関

（
J
R

・
路

線
バ

ス
）
と

の
接

続
に

よ
り

市
外

へ
の

移
動

を
確

保
し

な
が

ら
、

公
共

交
通

利
用

者
の

潜
在

需
要

を
喚

起
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
　

な
お

、
平

成
3
0
年

1
2
月

に
実

施
し

ま
し

た
巡

回
バ

ス
の

主
な

利
用

者
で

あ
る

高
齢

者
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

、
巡

回
バ

ス
運

行
認

知
度

は
9
割

近
く
を

占
め

、
合

併
後

の
縦

軸
の

交
通

網
構

築
、

地
域

間
交

流
の

促
進

も
考

慮
し

た
運

行
に

よ
り

、
神

埼
町

民
が

千
代

田
町

へ
、

千
代

田
町

民
が

神
埼

町
へ

の
バ

ス
利

用
も

確
認

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
地

域
間

交
流

に
寄

与
し

て
い

る
も

の
と

思
わ

れ
ま

す
。

　
こ

の
た

め
、

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

事
業

に
よ

り
、

高
齢

化
す

る
住

民
の

移
動

手
段

を
維

持
し

、
生

活
利

便
性

の
向

上
と

地
域

間
交

流
の

促
進

、
幹

線
・
支

線
の

連
携

に
よ

る
効

率
的

な
運

行
体

系
の

実
現

な
ど

住
民

の
生

活
基

盤
の

充
実

の
た

め
、

住
民

の
生

活
交

通
手

段
を

存
続

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

り
ま

す
。

別
添

１
－

２

事
業

実
施

と
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
と

の
関

連
に

つ
い

て

令
和

6
年

1
月

2
4
日

協
議

会
名

：
神

埼
市

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

評
価

対
象

事
業

名
：

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

確
保

維
持

費
国

庫
補

助
金

6



地域公共交通確保維持改善事業における
事業評価制度について

事業評価（事業評価制度とは①）

地域公共交通確保維持改善事業を活用した事業について、次年度又は将来の事業を
より効果的・効率的に実施するために、事業の実施状況等を振り返り評価するもの

継続的事業

（確保維持事業）

単年度事業

（バリア解消促進等・調査等事業）

評価を行うことで、課題が発見され、次の事業で何を

改善し、どうすれば効果的・効率的な事業実施となる

かが明確になる

実施した事業の意義を確認し、今後のより効果的・効率

的な事業実施につなげる

協
議
会
の
設
置

目
標
設
定

事
業
実
施

一
次
評
価

二
次
評
価

次
期
計
画
等
へ
の
反
映

生活交通確保維持
改善計画等の策定

事業評価の実施

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5

1
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STEP1 目標設定
地域が“目指す姿”を踏まえて計画を策定した上で、それを実現するために実際に実施する
事業の目的を明確にし、それに合った目標を設定する。

STEP3 一次評価（自己評価）
協議会が自ら評価を実施し、事業実施状況の確認や改善点の把握を行う。

STEP4 二次評価
各地方運輸局等に設置された第三者評価委員会において、一次評価の結果に対し、客観
性・妥当性の検証及び、今後に向けてのアドバイスを受ける。

STEP5 次期計画等への変更
一次評価及び二次評価の結果を、次期生活交通確保維持改善計画や、今後の地域の取
組（後続事業・類似事業）へ反映させる

STEP2 事業実施

事業評価（事業評価制度とは➁：各ステップの概要）

2

事業評価（評価実施時期①）

①確保維持事業
・陸上交通・離島航路

・離島航空路

6月 10月 4月 6月 10月 4月 6月 10月

確
保
維
持
改
善
計
画
申
請

4月 4月

一
次
評
価

6月 10月1月 2月 1月

確
保
維
持
改
善

計
画
申
請

反映

X年度 X+1年目 X+2年目

二
次
評
価

X年度（事業年度）終了後に評価を実施

一
次
評
価

二
次
評
価

以降略

X年度の評価はX+2年度に反映

（注）本表では後述する複数年度評価（隔年評価）の考え方は反映させていない。

10月 4月 4月4月

X年度事業

一
次
評
価

1月2月

反映

X年度 X+1年目

二
次
評
価

X年度（会計年度）中に評価を実施

一
次
評
価

二
次
評
価

以降略

12月 1月 2月12月 12月

一
次
評
価

二
次
評
価

4月1月2月12月

X+2年目

確
保
維
持
改
善

計
画
申
請

確
保
維
持
改
善
計
画
申
請

確
保
維
持
改
善

計
画
申
請

確
保
維
持
改
善
計
画
申
請

3
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事業評価（評価実施時期➁）

②バリア解消促進等事業
・利用環境改善

X年度

4月 4月4月

X+1年目

一
次
評
価

二
次
評
価

X+2年目

後続事業・類似事業等に反映

※バリア解消促進等事業のうち、バリアフリー・鉄道安全については一次評価のみを
実施することとし、二次評価を実施しない。

4

③調査等事業
・地域公共交通計画策定事業・利便増進計画策定事業・利便増進計画推進事業
・運送継続計画策定事業・運送継続計画推進事業

X年度

4月 4月4月

X+1年目

一
次
評
価

二
次
評
価

X+2年目

後続事業・類似事業等に反映

事業評価（二次評価の実施対象一覧）

二次評価の実施対象は、事業の性質に応じて決められている。
→ バリアフリー及び鉄道安全については、事業と効果の関係が明確であることから、
二次評価を不要としている。

事業名（補助メニュー名） 一次評価 二次評価

確保維持事業 要 要

バリア解消促進等事業

バリアフリー 要 不要

利用環境改善 要 要

鉄道安全 要 不要

調査等事業

地域公共交通計画策定 要 要

利便増進計画策定
利便増進計画推進

要 要

運送継続計画策定
運送継続計画推進

要 要

（注）１次評価については、全ての補助メニューを対象として実施する。 5
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事業評価（二次評価の隔年実施）

長期的視野に立った評価を実施する必要性や、毎年度の二次評価の件数を縮減する
ことによる評価の質の向上等の観点から、以下の事由に該当する系統、航路又は航空路
（以下「系統等」という。）に係るもの以外のものにあっては、二次評価を複数年度
評価（隔年評価）として、翌年度に一括して行うことができることとする。

【実施を必須とする系統等】
・ 前年度に二次評価を行っていないもの
・ 事業初年度のもの（地域公共交通調査事業の結果を受けて生活交通確保維持改善

計画を作成し、地域公共交通確保維持事業に移行したものを含む。）
・ 一次評価の結果が芳しくないもの

【実施を地方運輸局等の任意選択とする系統等】
・ 協議会において二次評価の実施を希望するもの
・ その他運輸局において二次評価の実施が必要であると認めるもの

6

7

【参考】事業評価ガイダンスについて（趣旨）

○趣旨

・地域公共交通確保維持改善事業においては、事業の内容を振り返り、目標の
達成状況等を評価・分析し、次の取組に反映させていくこと（＝事業評価）
が重要。このため、事業評価を適切に実施することを通じて、本事業をより
効果的・効率的に実施するためのガイダンスを取りまとめ。

本ガイダンスの対象が「振り返り」にとどまらないことを明確にするため、
名称は「事業評価を通じた地域公共交通確保維持改善事業の効果的実施に向けて」
とした。

○主たる対象者

・地域公共交通確保維持改善事業を活用する地域の関係者（協議会・地方自治体・
交通事業者等）が活用することを想定。

・中でも、地域公共交通確保維持改善事業の活用及び事業評価実施の経験が浅い
地域（関係者）に対し、評価の底上げを図ることを意図。

「事業評価を通じた地域公共交通確保維持改善事業の効果的実施に向けて
ガイダンス」について
https://www.mlit.go.jp/common/001020610.pdf にて公開中
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【参考】事業評価ガイダンスについて（全体構成）

ガイダンスは、以下の２部構成（＋参考資料）とした。
・第Ⅰ部 概要編（事業評価とは）
・第Ⅱ部 詳細編（事業評価の実施実務）

○第Ⅰ部
・事業評価の考え方や制度の概要などをごく簡単に記載する

→これまでに本事業や事業評価に携わったことがない関係者向け

・一方、第Ⅱ部で必要な情報を探せるように、第Ⅰ部から第Ⅱ部へ橋渡しができる
よう、目次的な機能も併せ持たせている

○第Ⅱ部
本事業の補助メニューごとに、目標設定の考え方、目標・指標の提示、評価
実施のスケジュールなど、評価実務に際して必要な情報を詳細に記載。
→冒頭から順番に読むことはあまり想定しておらず、事業ごとに「辞書的に」

参照することを想定。

（参考資料）
指標の計測方法及び計測に際して注意すべき点について補足

8

【参考】事業評価ガイダンスについて（第Ⅱ部の解説）

第Ⅱ部は「計画策定時の目標設定」及び「評価の進め方」の章立てを行っている。

○計画策定時の目標設定
【前提】

計画を策定する前提として、下記事項に留意する。
・地域の上位計画等との整合を図ること
・地域の特性、ニーズを把握すること

【目標設定の考え方】
目標は、地域が自主的に設定するものであることは従来と変わらないが、目標の
例も含め、目標設定の観点を新たに提示している。

（観点）
・本制度の趣旨から見て設定が望ましいもの
・地域の目指すすがたや事業実施の目的に合致したもの

（注）第Ⅱ部で示している目標については、これらを全て生活交通ネットワーク計画
に盛り込む必要があるわけではない。逆に、地域の判断に応じ、示されていな
い目標を設定をすることも可能である。

○評価の進め方
事業（補助メニュー）ごとに、一次評価など、ステップ毎等に解説を行っている。 9
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報告 

（２）国営水路三田川線補修工事に伴う神埼市巡回バスの一部う回について 

 

１ 経緯 

 

R6.1.22九州農政局筑後川下流右岸農地防災事務所より国営水路三田川線補修工事

に伴う神埼市巡回バスの一部う回について依頼。 

想定される工事期間が短期であったことから、道路運送法 17 条（天災等の場合に

おける他の路線による事業の経営）に基づき、国土交通省九州運輸局佐賀運輸支局

及び神埼警察署と協議の上、関係路線（南部東コース）について一部う回を実施し

た。 

 

２ う回実施内容 

 

 ・関係路線     神埼市巡回バス南部東コース 

・う回箇所     別紙う回計画図面参照 

・う回対応期間   令和 6年 2月 5日（月）～令和 6年 2月 19 日（月） 

 

※当該期間において、事故・苦情等無く対応を完了しております。 

1

資料２
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報告 

（３）江見線廃止に関する西鉄バス佐賀㈱からの申し入れについて 

 

１ 経緯 

令和６年２月５日郵送（簡易書留）にて、神埼市に対して西鉄バス佐賀㈱ 代表

取締役社長 大石一紀氏より、江見線廃止に関する申し入れ書の提出が行われた

（沿線の関係自治体に対しても同内容での提出有）。 

 

２ 廃線対象路線に関する詳細 

 ○ 路線名   江見線（４５番系統：佐賀第二合同庁舎～西鉄久留米） 

 ○ 廃線予定日 ２０２５（令和７）年１０月１日（水） 

 ○ 廃線理由  ・新型コロナウイルス感染症の影響による全般的なバス需要の減少。 

         ・運転手不足及び労働改善基準の厳格化に伴い、法令基準内での運行

が困難。 

         ・江見線の利用者が少ない。 

 ○ 段階的措置 ２０２４(令和６)年１０月１日より減便予定 

（現行の半減…平日：３１便→１６便、土日祝：３１便→１６便） 

 

３ 今後の予定 

佐賀県が中心となり、関係市町（神埼市、佐賀市、みやき町、久留米市）協調の

もと対応を協議する。また、市報４月号にて本報告と同内容の記事を掲載する。 

 

資料３



報告 

（４）神埼市公共交通運賃協議会設置要綱の制定について 

 

１ 経緯 

道路運送法の令和５年１０月１日付け改正に伴い、これまで神埼市公共交通会議

にて協議を行っていた協議運賃について、新協議会による協議が必要となった。 

改正を受け、神埼市の公共交通における協議運賃について協議を行う新協議会を

設置するため、神埼市公共交通運賃協議会設置要綱を制定する（令和６年４月１日

施行予定）。 

 

２ 新協議会の概要 

 ○協議会名   神埼市公共交通運賃協議会 

 ○協議会構成   神埼市 

公共交通事業者 

国土交通省九州運輸局佐賀運輸支局長又はその指名する者 

神埼市長が関係住民の意見を代表する者として指名する者 

⇒現神埼市公共交通会議の内数 

 

３ 実際の運用について 

運賃に係る協議が必要となった場合以下の流れにより対応。 

①公聴会の実施（運送法第９条第５項に定める措置）。 

 ⇒神埼市においては、「地域懇談会」の活用を検討。 

②公聴会の結果を踏まえ、神埼市公共交通運賃協議会にて運賃等について協議。 

 

資料４



○神埼市公共交通運賃協議会設置要綱 
令和６年○月○○日 
要 綱 第 ○ 号 

（設置） 
第１条 道路運送法(昭和二十六年法律百八十三号)第９条の規定に基づき、地域における需

要に応じ、住民の生活のための旅客の運送を確保する必要がある路線又は営業区域に係

る運賃について協議するため、神埼市公共交通運賃協議会（以下「協議会」という。）を

設置する。 
（協議事項） 
第２条 協議会は、次の事項を協議するものとする。 
（１）地域における需要に応じた住民の生活のために旅客運送を確保する必要がある路線

又は営業区域に係る運賃等に関する事項 
 （２）協議会の運営方法その他協議会が必要と認める事項 
（組織） 

第３条 協議会の委員は、別表に掲げる者及び団体等を代表する者をもって構成する。 
（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱からその日以後最初の３月３１日までとする。ただし、再任

を妨げない。 
２ 補欠による委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
 （会長及び副会長） 
第５条 本協議会に会長及び副会長を置く。 
２ 会長は総務企画部長を持って充てる。 
３ 会長は、協議会を代表し、会務を総括する。 
４ 副会長は、委員の中から会長が指名する。 
５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 
第６条 協議会の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 
２ 協議会は、委員の過半数が出席しなければ開くことが出来ない。 
３ 協議会の議事は、出席した委員の過半数の同意をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 
４ 会議は原則として公開とする。ただし、開催日時、議題、協議の概要、合意事項等を

記載した議事概要の公開をもってこれに代えることが出来る。 
５ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を交通会議に出席させ、説明又は

助言を求めることが出来る。 
６ 委員は、会議を欠席するときは、代理の者を出席させることができることとし、あら

かじめ会長に代理の者の氏名等を報告することにより、その代理の者の出席をもって当

該委員の出席とみなす。 
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（協議結果の取扱い） 
第７条 協議会において協議が整った事項について、市その他関係者は、その結果を尊重

し、当該事項の誠実な実施に努めるものとする。 
 （守秘義務） 
第８条 協議会の委員は、個人情報その他業務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。 
 （幹事会） 
第９条 協議会は、会議に付すべき事項を調査、検討及び協議会の運営に当たって必要な

事項を処理するため、幹事会を置くことができる。 
２ 幹事会は、第３条に定める委員その他協議会は必要と認める者を委員とする。 
３ 幹事会は、必要に応じて、委員以外の者の出席を求め、説明及び意見を聴くこと、又

は資料の提供を求めることができる。 
 （その他） 
第１０条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議

会に諮り定める。 
 
附 則 
 この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 
 
別表（第３条関係） 

区 分 委 員 
法第９条第４項第１号 
及び法第９条の３第３項第１号 

神埼市 

法第９条第４項第２号 
及び法第９条の３第３項第２号 

公共交通事業者 

法第９条第４項第３号 
及び法第９条の３第３項第３号 

国土交通省九州運輸局佐賀運輸支局長又は

その指名する者 
法第９条第４項第４号 
及び法第９条の３第３項第４号 

神埼市長が関係住民の意見を代表する者と

して指名する者 
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ま
た

、
一

般
乗

合
旅

客
自

動
車

運
送

事
業

の
協

議
運

賃
に

つ
い

て
、
協

議
方

法
等

の
取

扱
い

が
変

更
と

な
っ

た
。

■
協

議
事

項

・
地

域
に

お
け

る
需

要
に

応
じ

当
該

地
域

住
民

の
生

活
の

た
め

の
旅

客
の

運
送

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

路
線

又
は

営
業

区
域

に
係

る
運

賃
等

に
つ

い
て

協
議

■
構

成
員

①
市

町
村

又
は

都
道

府
県

②
一

般
旅

客
自

動
車

運
送

事
業

者
（

乗
合

又
は

乗
用

）
③

地
方

運
輸

局
長

④
市

町
村

の
長

又
は

都
道

府
県

の
知

事
が

関
係

住
民

の
意

見
を

代
表

す
る

者
と

し
て

指
名

す
る

者

■
留

意
事

項

・
構

成
員

を
限

定
す

る
観

点
か

ら
、
地

域
公

共
交

通
会

議
と

連
続

し
て

協
議

を
行

う
場

合
に

お
い

て
は

、
上

記
①

～
④

以
外

の
構

成
員

を
退

室
さ

せ
る

又
は

別
室

で
行

う
等

、
十

分
注

意
が

必
要

【
運

送
法

第
９

条
第

４
項

（
乗

合
）

、
第

９
条

の
３

第
３

項
（

乗
用

）
に

定
め

る
「

協
議

会
」

の
概

要
】

改
正

前
地

域
公

共
交

通
会

議
等

に
て

協
議

構
成

員
<

運
送

法
施

行
規

則
第

９
条

の
３

>
①

市
町

村
長

又
は

都
道

府
県

知
事

②
一

般
乗

合
旅

客
自

動
車

運
送

事
業

者
③

バ
ス

協
会

、
タ

ク
シ

ー
協

会
等

④
住

民
又

は
旅

客
⑤

地
方

運
輸

局
長

⑥
労

働
組

合
⑦

道
路

管
理

者
、
都

道
府

県
警

察
、
学

識
経

験
者

等

※
運

賃
以

外
の

項
目

は
、

引
き

続
き

地
域

公
共

交
通

会
議

等
で

協
議

改
正

後
公

聴
会

等
の

開
催

(第
９

条
第

５
項

)＋
新

協
議

会
に

て
協

議
（

第
９

条
第

４
項

）

構
成

員
<

運
送

法
第

９
条

第
４

項
>

①
市

町
村

又
は

都
道

府
県

②
一

般
旅

客
自

動
車

運
送

事
業

者
（

乗
合

又
は

乗
用

）
③

地
方

運
輸

局
長

④
市

町
村

の
長

又
は

都
道

府
県

の
知

事
が

関
係

住
民

の
意

見
を

代
表

す
る

者
と

し
て

指
名

す
る

者

運
送

法
第

９
条

第
５

項
に

定
め

る
措

置
※

市
町

村
又

は
都

道
府

県
は

、
協

議
運

賃
の

協
議

を
す

る
と

き
は

、
あ

ら
か

じ
め

、
公

聴
会

の
開

催
そ

の
他

の
住

民
、
利

用
者

そ
の

他
利

害
関

係
者

の
意

見
を

反
映

さ
せ

る
た

め
に

必
要

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
□

実
施

方
法

（
一

例
）

・
公

聴
会

の
開

催
・
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
募

集
・
地

域
住

民
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

、
関

係
す

る
事

業
者

等
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

等

協
議

を
行

う
構

成
員

は
①

～
④

に
限

定

※
一

般
乗

用
旅

客
自

動
車

運
送

事
業

の
協

議
運

賃
に

つ
い

て
、
特

定
地

域
・
準

特
定

地
域

は
対

象
外

4



今
後

の
協

議
運

賃
の

取
扱

い
に

つ
い

て
<

フ
ロ

ー
>

０
１

．
公

聴
会

等
の

実
施

０
２

．
協

議
会

の
開

催
０

３
．
地

域
公

共
交

通
会

議
の

開
催

<
運

送
法

第
９

条
第

５
項

>
<

運
送

法
第

９
条

第
４

項
>

<
運

送
法

施
行

規
則

第
９

条
の

３
>

【
す

べ
き

こ
と

】

●
利

用
者

・
利

害
関

係
者

の
意

見
等

を
集

約
（

e
x
.）

公
聴

会
の

実
施

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施
、

地
域

住
民

の
意

見
交

換
・
・
・
等

《
補

足
》

・
本

措
置

の
趣

旨
は

、
｢
０

２
．
協

議
会

を
開

催
す

る
前

に
｣
利

用
者

等
の

意
見

を
反

映
さ

せ
る

た
め

の
措

置
を

義
務

づ
け

た
も

の
。

・
こ

れ
ま

で
、
地

域
説

明
会

等
を

実
施

し
て

い
る

自
治

体
は

当
該

説
明

会
を

本
措

置
と

し
て

位
置

づ
け

る
こ

と
も

可
能

。

【
す

べ
き

こ
と

】

①
協

議
会

の
規

約
等

の
作

成
及

び
設

置
《

補
足

》
・
本

協
議

会
の

要
綱

を
作

成
し

、
新

た
な

会
議

体
を

設
置

・
構

成
員

等
は

前
ペ

ー
ジ

を
参

照

②
協

議
会

の
開

催
《

補
足

》
・
協

議
会

の
開

催
方

法
は

こ
れ

ま
で

の
地

域
公

共
交

通
会

議
等

と
同

様

③
協

議
証

明
書

（
運

賃
）

の
発

行
・
運

賃
の

協
議

証
明

書
に

つ
い

て
は

、
本

協
議

会
で

の
発

行
と

な
る

た
め

、
根

拠
条

文
は

注
意

が
必

要

【
す

べ
き

こ
と

】

①
協

議
会

の
開

催
《

運
賃

以
外

の
項

目
》

（
e
x
.）

態
様

の
変

更
（

路
線

＞
区

域
）

《
補

足
》

・
｢0

2
．
協

議
会

｣
で

協
議

さ
れ

た
運

賃
に

つ
い

て
は

、
交

通
会

議
の

協
議

事
項

と
す

る
こ

と
は

不
可

②
｢
０

２
．
協

議
会

｣
で

協
議

さ
れ

た
運

賃
に

つ
い

て
は

協
議

事
項

と
し

て
で

は
な

く
、
｢報

告
事

項
｣と

し
て

地
域

公
共

交
通

会
議

に
報

告
す

る
こ

と
は

可
能

③
協

議
証

明
書

（
運

賃
以

外
）

の
発

行

上
記

0
1

～
0

3
を

踏
ま

え
、
協

議
運

賃
(運

送
法

第
９

条
第

４
項

)と
し

て
運

輸
局

長
あ

て
届

出

新
新

※
０

１
．
公

聴
会

等
の

実
施

に
つ

い
て

は
、
上

述
の

と
お

り
既

に
市

町
に

お
い

て
は

、
協

議
す

る
前

に
地

区
単

位
で

の
説

明
会

や
、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

て
お

り
、
そ

れ
ら

の
取

組
を

今
回

改
正

さ
れ

た
｢
運

送
法

第
９

条
第

５
項

の
措

置
｣
と

し
て

運
用

す
る

こ
と

も
可

能
。

※
ほ

と
ん

ど
の

自
治

体
が

こ
れ

に
類

似
す

る
取

組
を

実
施

し
て

い
る

。

5



議題（１）令和６年度事業計画（案）について

１． 神埼市巡回バス運行事業

２． 予約型乗合タクシー運行事業
（ＮＯＲＡＲＵ）

４． 地域公共交通会議
及び公共交通活性化協議会の開催

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

契約

契約

１．神埼市巡回バス運行事業
　　（令和３年１０月より再編）

２．予約型乗合タクシー運行
　　（令和３年１０月より運行開始）

３．利用促進事業

４．地域公共交通会議
　　及び公共交通活性化協議会の開催

・　回数券（乗継券）発行
・　広報活動（ＮＯＲＡＲＵ登録促進）
・　その他（市主催イベントにおける広報、周知用チラシ作成など）

令和６年度　事業計画（案）

・　運行事業者　：　有限会社ジョイックス交通（委託）
・　運行形態　　：　北部コース、 中部コース、南部コース、
　　　　　　　　　　神埼駅～千代田支所（縦断コース）
・　運行事業者　：　有限会社ジョイックス交通（委託）
・　運行形態　　：　北部エリア、 中部エリア、南部エリア

※　スケジュール

内　　　　容

利用促進事業３．

※ 適宜実施する。

資料５



予算書（案）

令和６年度

神埼市地域公共交通活性化協議会

1

資料６



　令和６年度神埼市地域公共交通活性化協議会の予算は次に定めるところによる。

　（歳入歳出予算）

第１条　歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 26,817 千円と定める。

２　歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分の金額は、「歳入歳出予算」による。

　（予算の補正）

第２条　会長は、会計年度の途中において、既定予算に補正の必要が生じたときは、これを調製し、協議会の承認を

　得なければならない。

　（歳出予算の流用）

第３条　歳出予算の款相互の金額は、必要に応じて流用することができる。

令和 ６年　３月　　日

神埼市地域公共交通活性化協議会

会　長　　中　島　勝　利

令和６年度　神埼市地域公共交通活性化協議会予算（案）
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歳　入
（単位：千円）

款 項 目 前年度予算額(a) 本年度予算額(b) 増減(b-a) 説　明

１　負担額 １　負担額 １　負担額 15,500 15,500 0 神埼市補助金

２　補助額 １　補助額 １　補助額 0 0 0

３　繰越金 １　繰越金 １　繰越金 9,460 8,968 △ 492

４　利用料 １　利用料 １　利用料 1,000 1,000 0
巡回バス運賃収入
回数券販売収入

５　諸収入 １　諸収入 １　雑入 1 1,349 1,348 県奨励金

25,961 26,817 856

歳　出

款 項 目 前年度予算額(a) 本年度予算額(b) 増減(b-a) 説　　明

１　会議費 １　会議費 5 5 0 監査委員報酬　2,500円×2名

２　事務費 １　事務費 10 10 0 事務用品費

２　事業費 １　事業費 １　事業費 24,488 25,213 725 運行経費・施設整備費など

３　予備費 １　予備費 １　予備費 1,458 1,589 131

25,961 26,817 856

令和６年度　歳入歳出予算（案）

歳入合計

１　運営費

歳出合計

3



議題 

（３）神埼市地域公共交通網形成計画の一部変更（案）について 

 

１ 経緯 

地域公共交通計画の活性化及び再生に関する法律の改正に伴い実施された、地域

公共交通確保維持事業の要件変更に伴い、令和７年事業年度申請より、「地域公共

交通計画における補助系統等の位置づけ」が必要となった。 

現行の神埼市地域公共交通網形成計画においては、変更となった要件を満たさな

い計画となっているため、令和７年事業年度申請に向けて現行計画に対し一部変更

を行う。 

（変更が必要な箇所及び変更内容については国土交通省九州運輸局佐賀運輸支局と

事前協議済み） 

 

２ 変更（案）の概要 

①「補助系統に係る事業の概要や役割等を示した一覧表」の作成 

⇒補助対象として申請する系統について、「公共交通における位置づけ・役割」、「地

域公共交通確保維持事業の必要性」、「運行系統に係る事業及び実施主体の概要」

を記載した「補助系統に係る事業の概要や役割等を示した一覧表」を計画の別添

資料として作成・添付する。 

②地域公共交通計画の区域内全体における地域旅客運送サービスにおける定量的目

標・効果について、数値計測手法・評価手法の追記。 

⇒現行計画において、目標の達成状況の評価を行う旨記載があるが、その具体的な

手法について記載がないため、具体的手法に関する記述を追記する。 

 

３ 令和 6年度以降の計画について  

現行の神埼市地域公共交通網形成計画について計画期間が令和2年度～令和6年度

となっており、次年度が計画の最終年度のため、現状では令和 6 年度中に令和 7 年

度以降の新計画策定が必要となっている。 

しかしながら、報告事項（3）にて説明した通り令和 7 年(2025 年)10 月 1 日より、

江見線廃止の申し出がなされている状況である。 

そのため、令和 6年度中に現計画の期間を 1年間延長し、令和 7年度において、令

和 8年度以降を計画期間とする新計画を策定することとし、新計画では令和 7年 10

月 1 日以降の国道 264 号の状況を踏まえた計画策定を行いたい。 

1
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実
施
主
体

運
行
系
統
名

起
点

経
由
地

終
点

運
行
の
態
様

補
助
事
業
の
活
用

役
割

神
埼
市

北
部

コ
ー

ス
西

（
右

回
り

）
神
埼
駅

尾
崎
、
城

原
、
野
寄
神
埼
駅

路
線
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

神
埼
町
北
部
を
運
行
し
、
軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

北
部

コ
ー

ス
西

（
左

回
り

）
神
埼
駅

野
寄
、
城

原
、
尾
崎
神
埼
駅

路
線
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

神
埼
町
北
部
を
運
行
し
、
軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

北
部

コ
ー

ス
東

（
右

回
り

）
神
埼
駅

鶴
西
、
三

谷
、
馬
郡
神
埼
駅

路
線
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

神
埼
町
北
部
を
運
行
し
、
軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

北
部

コ
ー

ス
東

（
左

回
り

）
神
埼
駅

馬
郡
、
三

谷
、
鶴
西
神
埼
駅

路
線
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

神
埼
町
北
部
を
運
行
し
、
軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

中
部

コ
ー

ス
西

（
右

回
り

）
神
埼
駅

ア
ニ
ー
、

上
西
、
姉

川
神
埼
駅

路
線
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

神
埼
町
南
部
お
よ
び
千
代
田
町
北
部
を
運
行
し
、

軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

中
部

コ
ー

ス
西

（
左

回
り

）
神
埼
駅

姉
川
、
上

西
、
ア

ニ
ー

神
埼
駅

路
線
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

神
埼
町
南
部
お
よ
び
千
代
田
町
北
部
を
運
行
し
、

軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

中
部

コ
ー

ス
東

（
右

回
り

）
神
埼
駅

永
歌
、
蔵

戸
、
駅
ヶ

里
神
埼
駅

路
線
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

神
埼
町
南
部
お
よ
び
千
代
田
町
北
部
を
運
行
し
、

軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

中
部

コ
ー

ス
東

（
左

回
り

）
神
埼
駅

駅
ヶ
里
、

蔵
戸
、
永

歌
神
埼
駅

路
線
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

神
埼
町
南
部
お
よ
び
千
代
田
町
北
部
を
運
行
し
、

軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

南
部

コ
ー

ス
西

千
代
田
支
所

姉
、
柴

尾
、
龍

尾
、
迎
島

ジ
ョ
イ
ッ
ク
ス

営
業
所

路
線
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

千
代
田
町
南
部
を
運
行
し
、
軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

南
部

コ
ー

ス
東

千
代
田
支
所

仲
田
町
、
﨑

村
、
出
来
島

ジ
ョ
イ
ッ
ク
ス

営
業
所

路
線
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

千
代
田
町
南
部
を
運
行
し
、
軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

補
助
系
統
に
係
る
事
業
の
概
要
や
役
割
等
を
示
し
た
一
覧
表

2



神
埼
市

神
埼

～
千

代
田

線
神
埼
駅

詫
田
バ
ス
停
千
代
田
支
所

路
線
定
期

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

神
埼
町
～
千
代
田
町
間
を
運
行
し
、

軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

北
部

デ
マ

ン
ド

神
埼
町

区
域
運
行

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

神
埼
町
北
部
を
運
行
し
、
軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

中
部

デ
マ

ン
ド

神
埼
町
、

千
代
田
町

区
域
運
行

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

神
埼
町
南
部
お
よ
び
千
代
田
町
北
部
を
運
行
し
、

軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

神
埼
市

南
部

デ
マ

ン
ド

神
埼
町
、

千
代
田
町

区
域
運
行

フ
ィ
ー
ダ
ー
補
助

千
代
田
町
南
部
を
運
行
し
、
軸
と
な
る
幹
線
や
地
域
拠
点
に
接
続
す
る
。

令
和
６
年
○
月
〇
日
現
在

（
備
考
）

・
上
記
系
統
に
つ
い
て
は
、
役
割
欄
に
記
載
の
通
り
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
自
治
体
や
事
業
者
の
運
営
努
力
だ
け
で
は
路
線
の
維
持
が
難
し
く
、
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
事
業
に
よ
り
運
行
を

確
保
・
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。

3
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2.
 達

成
状
況
の
評
価

 

本
計

画
で
は

、
市
民
や

交
通
事

業
者

等
の
関

係
者

と
行
政
が
、
目
的
や
目

標
を
共
有
し
、
進

行
管
理
を

行
っ
て

い
く
た

め
、
基

本
的

な
方
針
ご
と
に

数
値

目
標
を

設
定
し
て
い
る

。
 

本
計

画
の
目

標
の
達

成
状

況
に

つ
い
て

は
、

具
体

的
な

施
策

の
進

捗
状
況

を
踏

ま
え

、
毎

年
度

評
価
す

る
こ

と
と
し

、
計
画

最
終

年
度
に
お
い
て

、
最

終
的
な

数
値
目
標
の
評

価
を
行

う
こ

と
と
す
る
。

 
毎
年

度
の
評

価
に
つ
い
て

は
、
行
政

及
び
交

通
事

業
者
を
中
心

に
、
運
行
・
乗

車
デ
ー
タ
等

に
よ
り
数

値
指
標

を
計

測
し

、
目

標
値

と
比

較
し

て
評

価
を
実

施
す

る
。

目
標

値
に
満

た
な

か
っ

た
指

標
に

つ
い
て

は
改

善
策

を

検
討
し

た
上
で

、
神

埼
市
地
域
公
共

交
通

活
性
化

協
議
会
に
お
い

て
、
協

議
を

行
う
こ
と
と

す
る
。

 
  

            

図
 7

0 
PD

CA
サ
イ
ク

ル
に

よ
る

運
用

 

○
PD

CA
ご

と
の
実
施

主
体

 

            
     

神
埼
市
地

域
公
共
交

通
活
性
化

協
議
会

Ｐ
神
埼
市

交
通
事
業

者 地
域
住
民

Ｄ
神
埼
市
地

域
公
共
交

通
活
性
化

協
議
会

Ｃ
神
埼
市

交
通
事
業

者 地
域
住
民

Ａ

計
画

の
進

捗
状

況

の
把

握
・

評
価

 
目

標
1～

4
の
達

成

に
向

け
た

取
組

み
 

神
埼

市
地

域
公

共
交

通
網

形

成
計

画
の

策
定

 
運

行
計

画
の
策

定
・

見
直

し
 

目
標

1～
4
の
達

成
に

向
け

た
取

組
み

 
 

 

継
続

的
改

善
 

Ｐ
(

Pl
an

)
 

実
現

可
能

な
計

画
 

Ｄ
(

Do
)
 

事
業
の

着
実

な
 

進
行

 

Ｃ
(

Ch
ec

k)
 

的
確
な

事
業

評
価

 

Ａ
(

Ac
tio

n)
 

次
の

改
善

に
 

向
け

た
動

き
 

4

変
更
後

（
案
）

現
行
計

画



議題 

（４）神埼市巡回バス事業計画の変更（案）について 

 
１ 変更しようとする理由 

新規商業施設の開店に伴い、近隣停留所を廃止し商業施設敷地内に停留所の新設を

行う。また、停留所変更影響範囲について路線の廃止・新設を行う。 

 

２ 変更しようとする事項 

（１）路線定期運行 

① 路線の廃止・新設 

別紙１のとおり 

 

② 運行回数及び運行時刻（運行計画概要書の修正） 

運行計画概要書及び別紙２のとおり 

 

③ 停留所の名称及び位置並びに停留所間のキロ程 

別紙３のとおり 

 

（２）区域運行 

① 運送の区間 

別紙４のとおり 

 

３ 変更予定日 

  令和６年４月１２日(予定) 

  ※九州運輸局から認可あり次第 

1

資料８



2

中
部

　
東
コ

ー
ス

一
般

乗
合

旅
客

自
動

車
運
送

事
業

の
事

業
計

画
変

更
認

可
申

請
に

係
る

路
線

・
系

統
図

(
全

体
図

)

神
埼

～
千
代

田
線

凡
例

今
回

変
更

申
請

箇
所

※
次

ペ
ー

ジ
に

拡
大

図
を
添

付

別
紙

１
:
路

線
に

関
す

る
事

項



3

別
紙
１
:
路
線
に
関
す
る
事
項
（
拡
大
図
）

今
回

新
設

す
る
路

線
（

赤
線

）
起

点
：

神
埼

町
本

堀
3
2
0
9
-
1
地

先
終

点
：

神
埼

町
本

堀
3
2
0
9
-
1
地

先
粁

程
：

0
.
0
6
k
m

今
回

廃
止

す
る
路

線
（

黒
線

）
起

点
：

神
埼

町
本

堀
3
2
0
9
-
9
地

先
終

点
：

神
埼

町
本

堀
3
2
1
2
-
8
地

先
粁

程
：

0
.
0
5
k
m



届出内容

届出内容

⑪運行系統名
起点 （経過地） 終点

終点

届出内容

⑩運行系統名
起点 （経過地） 終点

⑨運行系統名
起点 （経過地）

⑥運行系統名
神埼～千代田コース

起点 神埼駅 （経過地） ドラッグストアモリ神埼本堀店 終点 千代田支所

届出内容

（経過地） 終点
⑧運行系統名

起点

起点
⑦運行系統名

（経過地） 終点

届出内容 運行系統の廃止

届出内容 運行系統の新設

⑤運行系統名
神埼～千代田コース

起点 神埼駅 （経過地） 本堀（旧ショッピングセンターサピエ前） 終点 千代田支所

届出内容 運行系統の廃止

④運行系統名
中部コース東（左回り）

起点 神埼駅 （経過地） ドラッグストアモリ神埼本堀店 終点 神埼駅

届出内容 運行系統の新設

③運行系統名
中部コース東（左回り）

起点 神埼駅 （経過地） 本堀（旧ショッピングセンターサピエ前） 終点 神埼駅

年 3 月

届出内容 運行系統の廃止

②運行系統名
中部コース東（右回り）

起点 神埼駅 （経過地） ドラッグストアモリ神埼本堀店 終点 神埼駅

運　行　計　画　概　要　書

申請者名 有限会社ジョイックス交通

住所 佐賀県神埼市千代田町迎島５４７番地８

運行系統の新設

届出内容

届出内容

11 日

①運行系統名
中部コース東（右回り）

起点 神埼駅 （経過地） 本堀（旧ショッピングセンターサピエ前） 終点 神埼駅

届出日 令和 6

4



5

今
回

廃
止

す
る

乗
降

場
所

：
本

堀
（

旧
ｼ
ｮ
ｯ
ﾋ
ﾟ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ｻ
ﾋ
ﾟ
ｴ
前

）

別
紙

２
：

停
留

所
の

名
称

及
び

位
置

図
（

廃
止

・
新

設
）

今
回

新
設

す
る

乗
降

場
所

：
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

モ
リ

神
埼

本
堀

店



6

別
紙

３
：

廃
止

及
び

新
設

す
る

系
統

（
神

埼
～

千
代

田
線

　
変

更
部

分
拡

大
図

）

今
回

廃
止

す
る
系

統
（

黒
線

）

今
回

新
設

す
る
系

統
（

赤
線

）



7

今
回

新
設

す
る

系
統

（
赤
線

）

今
回

廃
止

す
る

系
統

（
黒
線

）

別
紙

３
：

廃
止

及
び

新
設

す
る

系
統

（
中

部
　

東
コ

ー
ス

　
変

更
部

分
拡

大
図

）



Co

汚

支

国
道

：
38

5号
線

　（
法

42
条

1項
一

号
）

県
道

：
市

武
神

埼
線

　（
法

42
条

1項
一

号
）

風
除

室

売
場

休
憩

室

倉
庫

前
室

S=
1 

: 
40

0
簡

易
配

置
図

1

ドラ
ッグ

ス
トア

モ
リ神

埼
本

堀
店

8

停
留

所
設

置
位
置

（
案

）

赤
線
：

敷
地

内
運
行

ル
ー

ト
案
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!(

!(
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!(

!(

!(

!(

!(

!(

眼鏡橋

野田公民館

石井ヶ里

鶴東公民館

神埼

神埼駅

神埼市中央公民館

神埼市役所

三丁目（神幸館）

なかしま整形外科前

尾崎西分倉庫

利田公民館前

鶴西公民館前

東山

志波屋公民館

三谷

飯町バス停（東）

高速神埼バス停前

小渕バス停

仁比山温泉もみじの湯

朝日

城原公民館

八子（二子）
日の隈公園

和田記念病院

岩田

尾崎共乾

協和町

川寄橋東（北）

飯町バス停（西）

ダイレックス日の隈店前（南）

神埼病院前

橋本病院

伏部

右原団地

平山・唐香原公民館

野寄 ＪＡ神埼支所

馬郡

王仁博士顕彰公園

神埼クリニック

志波屋南公民館

竹原公民館

柏原公民館

戸井土

三谷公民館

ダイレックス神埼店

±
1:18,000

0 0.5 10.25 km

種福寺前

JAスタンド前

梅の花神埼村

吉野ヶ里歴史公園西口

犬の目（旧あらた家具前）

!(
本堀(旧ショッピングセンターサピエ前)

ドラッグストアモリ神埼本堀店

!(

9

 生活交通確保維持改善計画　路線図
 系統番号12　北部デマンド（区域運行）

凡 例

地域間交通との接続バス停

地域間交通路線（西鉄バス佐賀）

地域間交通路線（ジョイックス交通）

乗車対象区域（南部デマンド）

乗車対象区域（中部デマンド）

乗車対象区域（北部デマンド）

乗降バス停 乗降バス停／指定施設

※　今回追加する乗降場所（赤字で表示）

08:30以降 09:20頃 前日17:00

09:30以降 10:20頃 前日17:00

10:30以降 11:20頃 当日09:30

13:00以降 13:50頃 当日12:00

14:30以降 15:20頃 当日13:30

乗車バス停
（指定施設方面）

便　　名 出発目安

指定施設

最終到着

目安

予約締切

指定施設①便
指定施設②便
指定施設③便
指定施設④便
指定施設⑤便

10:30以降 11:20頃 当日09:30

11:30以降 12:20頃 当日10:30

13:00以降 13:50頃 当日12:00

15:00以降 15:50頃 当日14:00

16:30以降 17:20頃 当日15:30

自宅①便
自宅②便
自宅③便
自宅④便
自宅⑤便

出発目安
自宅方面
最終到着

目安
予約締切

乗車バス停
（自宅方面）

便　　名

※今回廃止する乗降場所（青字で表示）

※今回新設する乗降場所（赤字で表示）
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!(
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!(
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!(!(!(

!(

!(

!(

!(

!(

!(

!(

!(

上西

又南里

高志

伊
賀
屋

神埼

吉野
ヶ里
公園

神埼駅

神埼市中央公民館

神埼市役所

三丁目（神幸館）

なかしま整形外科前

小桜保育園前

神陽団地公民館

四丁目公民館

下六丁公民館

神埼病院前（東）

姉川上分公民館

姉川西分公民館

姉川下分公民館

姉川東分公民館

高速神埼バス停前

仁比山温泉もみじの湯

荒堅目（高木商店前）

下板公民館

詫田バス停（北・南）

仲田町バス停

ショッピングセンターアニー

はんぎーホール

千代田支所

南医院

協和町

一丁目公民館

神埼駅通り（東）

古賀内科前（西）

千代田グラウンド前

山田公民館

本告牟田公民館

橋本病院

神埼クリニック

莞牟田公民館

横武

上犬童

下犬童

ひのはしら一里塚

出来町

神納

曽根ヶ里公民館

蔵戸構造改善センター

トライアル千代田店

大門公民館

小津ヶ里

姉集落センター

下黒井

上黒井

十条

仲田町団地公民館

西小津ヶ里公民館

丙太田公民館

ダイレックス神埼店

和田医院

±
1:28,000

0 0.75 1.50.375 km

JAスタンド前

ダイレックス日の隈店前（南）!(
和田記念病院

駅ヶ里

大依住宅

野目ヶ里

赤レンガ館・饂飩屋

神埼郵便局

神埼宿場茶屋

永歌公民館

上六丁公民館

莞牟田

池辺田公民館

猪面

藤西公民館

乙南里

大石公民館

嘉納公民館

境原

　　　　　　ドラッグストアモリ神埼本堀店

本堀(旧ショッピングセンターサピエ前)

!(
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 生活交通確保維持改善計画　路線図
 系統番号13　中部デマンド（区域運行）

10:30以降 11:20頃 当日09:30

11:30以降 12:20頃 当日10:30

13:00以降 13:50頃 当日12:00

15:00以降 15:50頃 当日14:00

16:30以降 17:20頃 当日15:30

自宅①便
自宅②便
自宅③便
自宅④便
自宅⑤便

出発目安
自宅方面
最終到着

目安
予約締切

乗車バス停
（自宅方面）

便　　名

08:30以降 09:20頃 前日17:00

09:30以降 10:20頃 前日17:00

10:30以降 11:20頃 当日09:30

13:00以降 13:50頃 当日12:00

14:30以降 15:20頃 当日13:30

指定施設④便
指定施設⑤便

指定施設①便
指定施設②便
指定施設③便

乗車バス停
（指定施設方面）

便　　名 出発目安

指定施設

最終到着

目安

予約締切※今回新設する乗降場所（赤字で表示）

※今回廃止する乗降場所（青字で表示）

凡 例

地域間交通との接続バス停

地域間交通路線（西鉄バス佐賀）

地域間交通路線（ジョイックス交通）

乗車対象区域（南部デマンド）

乗車対象区域（中部デマンド）

乗車対象区域（北部デマンド）

乗降バス停 乗降バス停／指定施設

※　今回追加する乗降場所（赤字で表示）

※今回新設する乗降場所（赤字で表示）

※今回廃止する乗降場所（青字で表示）



!(

!(
!(

!(
!(

!(

!(
!(

!(

!(

!(!(!(

!(

!(

!(

!(

又南里（北・南）

神埼
神埼駅

神埼市中央公民館

神埼市役所

JAスタンド前

本堀(旧ショッピングセンターサピエ前)

詫西南広場

迎島（旧駐在所前）

出来島

中津

林慶（日高商店前）

千歳郵便局前（南）

下村湖人生家前（西）

黒津会館前

片江コーポ前柴尾

中下医院前（南）

餘江地区広場

川崎公民館

東野ヶ里団地前

仁戸田公民館

仲田町バス停

ショッピングセンターアニー

下直鳥公民館

こすもす苑

丁太田はんぎーホール

千代田支所

南医院

神埼病院前（東）

詫田バス停（北・南）

上神代公民館

崎村下（西）

古賀内科前（西）

トライアル千代田店

大島

栁島

冠者神社前

小森田

和田医院

±
1:25,000

0 0.75 1.50.375 km

!(
橋本病院

!(

なかしま整形外科前

境原

姉団地

上地公民館

次郎の森公園

渡瀬（古賀橋）

龍尾

ジョイックス営業所

小鹿

用作

大野公民館

ドラッグストアモリ神埼本堀店
!(
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 生活交通確保維持改善計画　路線図
 系統番号14　南部デマンド（区域運行）

08:30以降 09:20頃 前日17:00

09:30以降 10:20頃 前日17:00

10:30以降 11:20頃 当日09:30

13:00以降 13:50頃 当日12:00

14:30以降 15:20頃 当日13:30

指定施設④便
指定施設⑤便

指定施設①便
指定施設②便
指定施設③便

乗車バス停
（指定施設方面）

便　　名 出発目安

指定施設

最終到着

目安

予約締切

10:30以降 11:20頃 当日09:30

11:30以降 12:20頃 当日10:30

13:00以降 13:50頃 当日12:00

15:00以降 15:50頃 当日14:00

16:30以降 17:20頃 当日15:30

自宅①便
自宅②便
自宅③便
自宅④便
自宅⑤便

出発目安
自宅方面
最終到着

目安
予約締切

乗車バス停
（自宅方面）

便　　名

凡 例

地域間交通との接続バス停

地域間交通路線（西鉄バス佐賀）

地域間交通路線（ジョイックス交通）

乗車対象区域（南部デマンド）

乗車対象区域（中部デマンド）

乗車対象区域（北部デマンド）

乗降バス停 乗降バス停／指定施設

※　今回追加する乗降場所（赤字で表示）
※今回廃止する乗降場所（青字で表示）

※今回新設する乗降場所（赤字で表示）
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